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要旨 2010年に千葉県南房総市でオオウナギA砂働側m問怖が発見された.全長1，12白血L

体重 5，057gで，生殖腺の形状から雌と判断された.本種は熱帯域を中心に分布して，本邦では千

葉県館山市佐野川周辺が北限生息地とされていた.しかし 19，朋年代以降は同所から本種の記録

は途絶えており，本個体は千葉県から 36 年ぶりの記録となった.また，本個体が発見された場

所は，佐野川I周辺の生息地とは陸水で接続しておらず，新たな生息地が確認されたととになる.

キーワード:千葉県，天然記念物，分布，回避，生殖腺.

ウナギ科Anguillidaeは，東部太平洋と南部大西洋を

除く熱帯・亜熱帯域に分布し(Nelωn， 2∞6)，世界から

1属 19種。亜種を含む)が報告されている仰a匂皿lbe

et al., 2加9). ウナギ科の形態的な特徴として，細長い

円筒形の体をしていること.体表は滑らかで皮膚に埋

もれた円鱗を持っとと，背鰭と脅鰭の基底が非常に長

く，尾鰭と連続していること，腹鰭を欠くとと，仔魚

期には体が透明で肩平なレプトセファレスと呼ばれる

幼生期があるととなどがあげられる(Ne1son， 2∞6).

日本にはニホンウナギA噌'UiUa jaþonica とオオウナ

ギAmar初(J1，仰が分布している.ニホンウナギは日本

各地の阿川や湖沼，河口域に分布し，全長 60cm に達

する(中坊， 2001) .日本では台くから「蒲焼き」な

ど食用種として広く利用されており.河川に遡上しよ

うとしている稚魚(シラスうなぎ)を捕獲して育成す

る養殖が行われている.一方，オオウナギは熱帯域を

中心に分布している魚で，鹿児島県より北の地域では

記録が限定的である(金子・高橋， 1田3; 岡田， 1965; 

水野・長津， 2009) .千葉県館山市では 1970 年代ま

でオオウナギの生息が確認されていたが，その後記録

が途絶えている(谷城， 2∞12) • 

本報告では， 2010年に千葉県南房総市で捕獲された

オオウナギについて，外部形態等の計測結果，捕獲場

所と捕獲時の状況を記載する.また，過去に千葉県で

本種が確認された記録と比較して，今回発見された個

体の生物学的意義について論じる.

材料と方法

調査した標本は， 2010 年 9 月 28 日に千葉県南房総

市で採集された.標本を入手した 9 月 30 日には，採

集個体は既に死亡しており腐敗が始まっていたため，

博物館に持ち帰った後腹部を切開して直ちに 10%フォ

ルマリンで固定した.後日， Ege (1田9)， Watanabe et 

al. (2004) に従い，合計 14 の計測形質のうち外部形態

に関わる 5 つの形質を計測した.また，体重を測定し

た後，内蔵を摘出して生殖腺重量の測定と胃内容物調

査を行った.生殖腺からは組織切片を作成して，卵形

成ステージを判定した.

調査した標本は，現在，千葉県立中央博物館分館海

の博物館の魚類標本 (CMNH-ZFOOI7418) として登

録・保管されている.

結果と考察

オオウナギ
Anguilla marmorata (Quoy阻dGaim紅d， 1824)

{図 1)

調査標本. CMNH-ZF 0017148，全長 1，120 nun，体

重 5，057 g，生殖腺(卵巣)重量 76.8 g (渚葉)， 70.0 g 

(左業)，液浸標本， 2010年9 月 28 日，千葉県南房総市

千倉町平磯，稲刈後の水が溜まった固で地元住民(坂

本篤哉氏)が手で採集.

記載全長(TL) 1,120 mm，頭長(HL)132 mm，背信

前長(四)2招mm， .DI門前長(pA)492mm，館関口部~

紅門 σR) 3伺 mm，健闘口部~背鰭前端(pD同 160

mm，背鰭前端~紅門 (AD)2∞mm， PA!I'L = 43.99も，

HI/l'L = 11.8%, TR庁L= 32.1%, ADtrL = 17.9%, 
PDlVfL = 14.3%. 

体は細長く側偏する.背館前端は胸館後端よりはる

か後方にあり，轡鰭前端より前方にある.前鼻孔は吻
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図 1. 千業県南房総市で採集されたオオウナギA時uillamarm<lf'IIIa ~⑤loyandG也im訓i， 1，邸4:).会長 1，120mm，
CMNH-ZFOO17148 

織の側面にある. ~本色は重量褐色で，黒褐色の不規則な

斑紋が体全体に広がっている.量憶は皮膚に埋没してい

る.湾内容物からは消化された有機物の中から，アメ

リカザリガニ proc側加~伽会ii の外骨絡が見られ

た.生殖息長は外部形状から卵撲と判断された.目また，
卵巣の組織切片には，周辺仁期および卵黄胞淘の卵録
細胞治浦認1された〈図 2) . 

分布と主主魁本種は太平洋西宮容とインド洋の熱唱静媛
および亜熱帯峻を中心にして広く分布する(Ege，

1939) .日本では沖縄県と鹿児島県を恥L'に分布し，

ぞれ以北の黄色調鹿では長崎県，大分県，および茨城県

〈利根川)に至る本州・四国の太平洋浮から偶発的に

飽録されているに逃ぎない(金子・織執 1鰯;岡田，

1鉛5;*野・義思20(9) .千葉県鎗山市にある佐野

JII周辺では 1970 年代まで本穫の生息が確認されてい

たが，その後記録が途絶えている(谷繊. 2∞:2) . 

オオウナギはエホンウナギと問視隊河型の回避を
行う.すなわち，河川や湖沼で成長した領体が海へ移

動して繁殖し，生まれた子供は再E綱川に戻る生活史

をもっている.近年の務究によると、オオウナギのa

卵場のーつは西マリアナ海繊周辺海域にあることが明

らかにされた側llerøtal.，20(2) .縛化後，レブトセ

図 2. 千葉県南房総市で採集されたオオウナギ
必勝偽 mamwt協の卵巣組織切片の顕微銭写
実.左側の企印は周辺仁期.右側は卵黄胞期の卵
岩手細抱スケールパーは 100 ド凪

ファレス幼生唱を絡で，黒潮にのって日本の沿岸協に到

達するときには体が透明なシラスうなぎと呼ばれる稔

魚期に逮ずみヨド州沿岸械で宅b二ホンウナギに混じっ

てオオウナギのシラスうなぎが僅かながら祭1接されて

おり，利綾川下派から採集iされた記録、ある{中村・

木材， 196η.

4臨海.鏑査事事本の外郎形織や体色の特徴は.オオウ
ナギに見られる特徴と一致した.また，外務形態!と関

わる 5つの形貨の数僑弘いずれも本種で計測された
総圏内側atanabeet aI.， 却(4)に収まっていた特に

AD!l'L舶がも郷形鎗が類似しているA相倫明劫a曲ii

(8-14%)ゃんc抑fJeunsis(6 - 14:%)と本種(12-叙鴻)を

区別する重要な形貨である拭講堂書標本では 11.9%で

あることから明隊に区別された.

今回オオウナギが発見された場所札千業県南房総
市千倉町平磁にある稲メIJ後の田であった.現渇周辺で
は秋雨前線と発達した低気圧の影穏で本種発見の数日
自脅から強い爾が断続的に跨っており，地元住人の坂本

文蔵氏の穏によると，ふだんはこの時期に水がほとん

ど滋れていない厳黄島用水路の水が勢いよく流れ，溢れ

た*が固に滅入してー面*をはったような状悠であっ

たとのことである.著者が現場を訪れた発見から 2 日

後の9月初日でも回に水が溜*った状態{図3A) で，

用水路の水は依然数しく涜れていた.これらのととか

ら，ふだん水がないとの場所に発見領体が継続的に生

息していたとは考えにくい.

聞の織を採れる用水路の水源をたどっていくと.発

見源右展{穂高約30m) から高低差を考厳しない遺線鹿

燃でおよそ200m~f::西の山間(糠高約 70m) に叙紡緩

と呼ばれる農業用の鴻め池(面積約2刈lO mうがある

{図3D) .被訪耳Eは谷伝いに滅入ずる水が溜められて

おり，そこから用水路を通して南東側に広がる固に水

が供給されるようになっている.今回発見された僚体

民との堰に後息していた領体が用水路を降下して，

溢れた水ととちに田に侵入したのではないかと考えら

れる

では，このオオウナギはどのような経路で誠勝坂に

侵入したのであろうか.源防寝付近にある河JIIや用水

路の配置から、次の 2 つの侵入経路が考えられた.ー
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南房総のオオウナギ

図 3. 千葉県南房総市でオオウナギA噌uillamorm側協が採集された水の溜まった田 ω と，採集個体が生
息していたと恩われる被訪纏(B) . 

つは，蔵総司齢、らiJI水1された2択が事隠れる用水泌を直緩

濁る経路である. iJI水~れた*は.今回オオウナギが
発見された場所を含めた周辺の固に水路カt張り巡らさ
れており.緩やかな簡素向き斜面を透過して海岸につ

ながっている.線紡寝から海までの芭線麗鱗は約 1，000

m，同じく発見場所から約 8∞ mであった，ただし，

との用水路に常時水が涜れているのは春から夏にかけ

てのみである.もう一つは諏1Vi1llから北北東約 1.51an

に河口があるJr旧JIIを通る経路である.川口川は全長

およそ4 加の短い川で，その支波のほぼよ滋議会仙

の尾穏を縞てて歳前根から約加Om ~tに位躍してい

る.ただし，との付近は穆量産と生い茂った線木林が広
がっており，常時氷が流れるような水路は見られな

い.また，両地点を直線で結んだ場合，尾根を超える

際の高低差は約5Om，周辺を迂回した場合で30m ，>

る.ウナギ績の陸上移動総力から考えると，これらい
ずれの経路も可能性はあるが，前者の経践で用水路!と
紛晴れている時期に麹上した可能伽t高いと考えら

れる.なお， 1援紡寝ヘ也被つながっている選比平副際

集落の臭から山中毒E経由する人絹位の小選しかなく，

地元以外の人治t訪れることはほとんどない.したがっ

て.オオウナギがこの程へ人為的に霞綾移入された可

能性は低いと考えられる.緩本文車農民の書蓄によると，

昭和 30 年頃に継の水を抜いた際.少なくともニホン

ウナギは確認されたという.このことから宅弘海岸付

近に到達したシラスうなぎがいずれかの経路で棟続壊
に侵入したと考えるtiが自然と思われるただし，近
年*オウナギをはじめ，南方系のウナギが観賞魚とし

表 1. 千葉県鎗山市の佐野川周辺から捕獲されたオオウナギの記録.

年月 日 全長 体重 捕獲お所と状況 出典

1957年6 月 13 日 12仇溜 4.3同 佐野JII上流 1 

1銭形基幹 1 月 18 日 l 尺(約3仇m) 不明
佐野JII上流沿いの食道拡張工事の際

2 
コンクリート援の下から発見

1拓;9~手 1 月 30 日 58.4α'Q 430g 佐野JII上流沿いの幾道拡張工事の際
2 

に発見.解剖記録あり.

1錨9年3 .R 2 日 不明 不明
佐野川上波沿いの鎌道拡張工事の際

2 
に発見捕獲後再放流

1972~手 3 月 6 日 65cm 叙Xlg 佐野川 3 

1972~3 月初日 75cm 1.3肱g 佐野川 3 

19U年6JU3 目 約 1m 約4kg
大雨の後に佐野地区の固で捕議費十 4,5 
測後，佐野川上波に放流

出典は館山市教育祭員会に保管されている手書さの報告書および地元紙の新聞記事.
なお，出典 1 と 2 を編集・増補した形で，金子・高橋 (1舗のとして報告されている.
(1) :t:tウナギについての書簡蕊千葉県立安房水産高等学技 19鴎年 8 月
(2) 資料オオウナギに就いて.千葉県立安房水産高等学校. 19回年4月
(3) これは大きい 天然記念物の**ウナギ. l薄日新聞. 1972&:手 3 月 12 日
(4) オオウナギ.館山市教育祭員会.19U年 6 月 24 目
〈めジャンボうなぎ生織る館山・佐野の回聞で発見房日新聞. 1974年 6 月 24 日

勾aea 
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て一般向けに販売されることが多くなった.ζのよう

な飼育個体が逃げだして移動・定住した可能性を完全

に否定する ζとは難しく，その点については常に留意

せざるを得ない.

千葉県では館山市にある佐野川をはじめとする平砂

浦に流れる阿川において， 1970年代までオオウナギの

生息が確認されている(千葉県企画部企画課， 1972; 

谷城， 2002) .佐野川一帯の個体群は 1958 年に館山

市の天然記念物に指定されているが，その前後には現

地でオオウナギの生息状況や生息環境に関する調査が

実施されている.館山市教育委員会に保管されている

調査報告書や当時の地元紙新聞記事によると.佐野川

周辺から合計 7 回 7個体の捕獲記録(ただし，採集年

月日や場所が不明確な記録は除く)が確認された(表

1) . 1957 年から 1959年にかけて4件の記録があり，

それから 13 年を経た 1972年に再び記録がある.その

後 1974 年にも捕獲されているが，それが最後の記録

になっている.捕獲された 7個体のうち 5個体はすぐ

に放流されているが， 1957 年 6 月 13 日に捕獲された

個体(表 1) は千葉県立館山総合高等学校(旧安房水

産高等学校)に標本として保管されている.

過去に千葉県で繁殖可能な降河サイズに成長したオ

オウナギが確認されたのは佐野川周辺のみで.県内唯

一の生息地であるとともに生息地の北限(館山市教育

委員会， 2∞めとされてきた今岡本種が発見された

南房総市千倉町平磯は，佐野川河口付近から直線距障

で約 12km東に位置し，両地域は房総半島最南端の野

島埼をほぼ中間点にしていずれも太平洋に面してい

る.両地点を結びつける河川などの陸水はなく，今回

の発見地域は佐野川周辺とは明らかに異なる生息地で

ある.

以上のように，今回のオオウナギの発見は.千葉県

の陸水域に新たな生息地が確認されたとと，佐野川周

辺と並び生息地の北限であること.得られた限りの資

料から判断すると千葉県からは 36 年ぶりの記録にな

ることなどの点で貴重な記録ということができる.
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Ato凶 leng仕1 of 1,120 mm たmale giant mo仕led ee1 

A栂'Uilla ma7胃"07"1仰 (Quoy叩dGaimard, 1824) weighting 

5,057 g w鵠伺.ught frornωuth凹1Bωo Pe曲18叫a， 36 

y回rs after也.e last catch.百.eee1 wide1y inhabits 白e 位。

piω1 and sub位。pi関1 regions, a抽ough its habitat in 也e

temperate regions is limited. 百leSano Rivぽ basinof1牆

t句ama City, sou出emBωo PeninsuIa, is the nぽ曲目n
Iimit of the habi匂ltfl佐世le species; however，出ぽeareno

E即位tis of世間r di8(ヨ日，verysince the 19809. A new凶bitat

of A. marmorata was found at 阻raiso， Chikura, MinaI司­
Boso City, which is not∞m民民dto也.eSano 脳.verba剖n

with inland watぽs.
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